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植溝の深さおよび培士が甘薦生育に及ぼす影響

久貝晃尋・荷川取勝永

（琉球農業試験場宮古支場）

に各区を無培士区，平均塒ﾆﾋ区，高培士区に区分した．

供試土壌は表土の浅い（30“）宮古支場の珊瑚石灰岩土

壌で，Ｎ:CO,3ﾕＯ品種を用い］､964年８月１０日に植え付け

1966年l月11日に収樅した．栽植密度および施肥量は廿

旋耕極基準に準じて行なった．嬬士は植溝の深さによっ

てその厚さが異なり，植職が深くなるに従って培土量を

多くした．すなわち平均培士区は植溝深15噸区で７cnll，

植糠深30c1Uu区はl4cHllWIii術深45cﾌﾟﾘu区は21cHllの厚さにそれ

ぞれ培土を行ない，高培士区は平均培士後の地表面にそ

れぞれ15“の厚さに培士したので，植溝深L5cHIl区は22噸

植溝深30”区は2gclll，植満深45c1MI区は36噸の厚さに培士

した．調査方法については生育調査，収量調査要綱に基

づいて実施し，根系調査は収樅後IlLli間の薦前を基点にし

てそれぞれ10cﾌﾞﾘuの厚さに区切りDiiil111i上lOcllIと臓苗下は４０

c1IIまで調査した．生育期間中は台風による被害はなか

った．

まえがき

Ｎ:ＣＯ、３ﾕ0品種は台風，干ばつに強い品種で知られて

いる．その根は他の品種にくらべて土中深く伸長し，茎

囲は細いが茎数が多いために土壌中に分布する根が多く

1959年に宮古を襲った宮古島台風ではＰ０．J､2725品種

はほとんどが折損し全滅に近い状態であったのに対し普

及段階にあったＮ:ＣＯ,310品種は折損茎は少なくまﾅﾆ19

63年の大干ばつにおいても枯死寸前にあったがその後の

降雨で順調な生育を示した．このようにＮ:CO､310が天災

に対して抵抗性が強くまたやせ地にも栽培できることは

根が土中に広範囲に数多く分布し，かつ強靭であること

によると考えられる．根の分布を広範囲に多くさせるの

には深耕等があるが，植粧を深くして端土することによ

っても根数（量）を増加させることが可能である．この

ように分布の多い強靭な根を有するＮ:CO､310品種を特に

珊瑚石灰岩土壌のように表土の浅いやせ地に植満を深く

して植えた場合，騰根の伸長部分が肥沃な表土に少なく

やせた心土に占める根の割合が多くなり廿藤の生育に悪

影響を及ぼすのではないかという疑問が生じる．従って

やせ地に向くこの品禰が植満の深さによって化育にどの

ような傾向を示すか，また端土によってどのような推移

をたどるかを知るために検討してみたのでその結果を報

告する．

１．試験の方法

値溝深をl5clll区，３０cHlI区，４５all区の３区に区別し，更

２．試験結果および考察

（１）茎長に及ぼす影響

母茎の茎長について'１１嚇深別，塒士別にみると第l表

第２表および第１図のとおりである．植溝深l5c7II区では

無培士区より培士区がまさっているが，高培土区は２月

の高陪士後４月頃までは無培士区，平均培土区に比して

伸長は良いが生育旺盛初期の５月頃からは７月，８月を

除いては平均嬬士区より倣かに生育が劣ってきている．30cHlI区，４５all区の３区に区別し，更
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収穫時（19s6年エ月）の母茎および分けつ茎の平均茎長

をみろと無培士区より培土区が長く高培士区が最もまさ

っていろ．高培士区の収穫前の母茎の伸長は平均培士区

より劣っているが，収穫時の平均茎長がまさっているこ

とは高培士によって分けつ茎の生育が平均培土区よりま

さっていることを示していろ．すなわち値溝深ﾕ5c1ii区は

培士によって分けつ茎の生育促進が大きく認められ，高

培士区が最もまさっていろ．

第２表収穫時の生育調査
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植溝深30醜区でも同様に培土区が母茎の茎長はまさって

いる．中でも培士回数の多い高培士区は全生育期間を通

じて平均培士区より良いが，植溝深l5cﾒ18区にくらべて各

処理区とも劣っている．収穫時の母茎および分けつ茎の

平均茎長では平均培士区が最もよく，高培士区は無培士

区より劣り最も短い．従って培土による分けつ茎の生育

促進はほとんど認められず，収獲時の茎長と収穫前の茎

長との差は無培士，平均培士，高培士の順に少なくなっ

ていろ．

また値溝深ﾕ5ｃｌｌｌ区の収機時の茎長に比較してみると無

培土区は長く，培土区は逆に短くなっていて高培士区が

最も生育が劣っている．

植溝深l5c1ll区よりは植溝深が深く，茎長にくらべて培

土量が多いために分けつ茎の生育が抑制ざれ高培土区は

特に阻害されたものと思われる．

植溝深45醗区の母茎の茎長も培士区が良いが高培士区よ

りは平均培土区がまさっていろ．

植溝深15雌にくらべてみると各処理区とも生育は劣って

いるが，植溝深30”区に比較してみると平均培士区はよ

く，高培土区は全生育期間を通じて劣っている．また植

溝深45Clllの無培士区は７月まで，平均培士区は６月まで

は植微深30“区より生育は劣っているがそれ以後は逆に

伸びがよくなっていろ．その原因として考えられること

は，ユ965年の７月および１０月は干ばつで土壌水分が欠乏

していたが，植満が最も深く根の主要部分が土層深く伸

びていたために干害が少なかったことに基因することと

考えられる．また初期生育が不良な原因は植溝が深いた

めに根の仲長している部分は養分の少ない心土に多く

（マージ地帯は表土が浅いために）肥沃な表土に根が少

ないので他の処理区にくらべて養分吸収量が少なく初期

生育を不良にしたものと思われろ．特に植溝深45c"の高

培土区の生育が最も悪いのは主要根群が養分の少ない心

土に多いことと，高培士によって培士量が茎長に応じて

最も多く２つの悪条件が重なったことに基因するものと

考えられる，

収樫時の母茎，分けつ茎の平均茎長と収穫前の母茎長

との伸長差は極めて少なく，分けつ茎の伸長は他の値溝

深に比して非常に劣っている．従って値溝深と培土によ

る蕨茎の伸長は植溝深15cwll区が最も良く値溝深が深くな

るにつれてまた植溝深の深過ぎるところへ高培士を行な

うと茎長が短くなっていることが認められろ．
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すなわち植溝深30“区は植溝深ﾕ5c"区にくらべて培土

効果が認められる．

植溝深45戯の騰茎の上部は培土区が細く，中部，下部で

は平均培士区が太い傾向にある．高培士区は薦茎の各部

とも細くなっている．蕨茎の各部の平均では平均培土区

が最も太く，高培土区は無培士区より劣っていろ．

植溝深15噸区，３０醜区にくらべてみると上部は細いよ

うにみられるが，中部，下部は無培士区，平均培土区が

太く高培士区は各部位共に最も細く，蘇茎各部の平均に

ついても同様な傾向にあった．すなわち植溝深45“の高

培土区を除いて培士区は上部は小さく中部，下部は太い

傾向にある．

第１図収穫時の茎長
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（３）節数および１本当たり重量に及ぼす影響

節数についてみると（第２表），植溝深15醗区，３０”

区ではそれぞれ培士による節数の増加は認められない．

しかし植満深45“区では培土区に節数多く培土による節

数の増加は認められるが，植溝深l5cHlI区，３０cMll区にくら

べて無培土区，平均培士区，高培士区ともに節数は最も

少なく植溝深30醐区が最も多かった．ユ本重量では（第

２表および第３図），植溝深15“区，３０cm〃区は培土区が

（２）茎径に及ぼす影響

収權時の茎径（第２表および第２図）についてみろと

，植溝深15ｃ１ｉｌ区では蕨茎の上部は無培士区が太く次いで

平均培土，高培士の順になっているが，騰茎中部では平

均培土区，藤茎下部では高培士区が太い傾向にある．す

なわち上部は培土区が細く，中部，下部は培士区が太い

ようにあって中部，下部に培土効果が僅かに認められる

蕨茎各部の平均では無培士区が太いが大差ない．植満３０

ｃ１ｌｌ区では臓茎の上部，中部は高培土区が太く，下部では

無培土区が最も太く上部，中部に培土効果が認められる

、上部，中部，下部の各部の平均では平均陪士区と無培

士区の間には差はなく高培土区が最もまさっていた．

第３図茎数と1本重量(収穫時）
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重く平均培土区よりは高培土区が重くなっている．植溝

深45醗区では平均培士区がまさっているが，高培土区は

培士によって１本当たり茎重は増加せず，むしろ軽くな

っている．つまり培士量の多かったことが生育を阻害し

茎長，茎径の生育を不良にしたことによるものと考えら

れる．また培二上別にみると無塘士区,平均培土区は梢満深

が深くなるにつれてユ本当たり茎重は増加し高培士区が

最高の重量を示しているが，高培士区は植溝30噸区が最

2.0

植満深ＬＢＣ"区に比較してみろと騰茎上部は高培士区を除

いてその他の区は細いが中部，下部は各区共に太く，ま

た臓茎各部の平均では無塘士区は細く培土区は太い傾向

にある．
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高で植溝45噸区は植溝l5ciUi区より劣っていろ．全体を総

括してみると－本当たり重量の最高を示しているのは植

溝深45噸の平均培士区で〆次いで植溝深30噸の高培土区

平均培土区，植溝深l5cnllの高培土区，植溝深45”の無培

士区，植溝深15醜の平均培土区,植溝深30“の無培士区，

植溝深15”の無培士区の順で，植満深45“の高培士区は

最低のユ本茎重であった．

値溝深が深くなるにつれて茎長が短くなっているが1

本当たり茎重が重くなっていることは茎径が太くなって

いることを示し，植溝深と茎長は反比例的関係にある

が，檀溝深と茎径とは相関関係があるように思われる．

第４図株当たり生育茎数(2)
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（４）茎数に及ぼす影響

収穫前の生育茎数についてみると（第４図）各処理区

と６８カ月目の４月を最高に減ってきていろ．従来は２

月が最高の生育本数を示しているが有効分けつ期に降水

量が少なく干ばつにあったことと無効分けつ期から伸長

初期にかけての２月～６月は順調な降雨分布を示し低温

1２１２３４５６７月

第４図株当たり生育茎数(3)
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が続いたことが原因のように思われる．

植溝深15”区では無培士区より培士区に茎数多く茎数の

最高である４月は高培土が最高に経過した．収穫時の調

査（第２表）でも同様に培士区が多く，枯死茎数は培士

区には少なく無培土区2l､9％に対して平均培土区，高培

士区はそれぞれ14.7％，ユ7.3％であった．植溝深l5CHll区

は培土によって茎数の増加が認められる．

植溝深30ａｌｌ区では茎数の最高である４月は植満深ｌ５ｃ１ｉｌ

にくらべて少ないが，やはり培士区が多く平均培士区が

最高であったが，収穫時には培士区は無培士区にくらべ

て少なかった．収穫時の枯死茎調査では無培士区9.6％

に対し平均培土区，高培土区はそれぞれ14.3％，13.2％

で培土区に多い傾向にあるが，植溝深l5cH＃区にくらべて

少なくなっている．

植溝深45噸区では４月は無培士区が最も多くつづいて

平均培土区で，高培土区が最も少なかった．収穫時にお

ける生育茎数についても同様に培士区は少なかった．枯

死茎数では平均培士区が比較的に少なく次いで無培土，

高培士区の順に多くなっているが植溝深ﾕ5cHll区，３０”区

に比較してかなり少なくなっている．
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植溝30醜区は茎数の最高である４月には培士によって

茎数は増加しているが，その後収穫時迄に枯死茎が多く

生じているので収穫時は無培土区に劣り培士効果があら

われていない．植溝深45噸区でも培士による茎数の増加

はみられなく，培士回数が多くなるにつれて減少してい

る．培士別にみろと（第４図）無培士区は埴溝深による

茎数の減少の差は少なく，収櫻時においてはむしろ植満

深が深くなるに従って多くなっているが，平均培士区，

高培土区は減少の差が大きく特に高培士区は植溝深15醐

区と45c1ll区との差は最も大きくあらわれている.

第３表収量調査

（５）収量に及ぼす影響

植溝深別，培土別の収量調査成績は第３表のとおりで

ある．収量の最も多いのは植溝深45噸の平均培士区で植

溝深ﾕ5ＣｌⅡuの無培士区に比して32％の増収率を示し，次い

で植溝深30噸の平均培土区,植溝深]し5“の高培士区,植溝

深30噸高培土区と植溝深15“の平均培士区，植溝深45“

の無培土区および高培士区と植溝深３０cﾘﾘiの無培土区の順

で植溝深15“の無培土区が最低であった．

植溝深別にみると植溝深15噸区では高培土区の収量が

～
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１３２

１０９

最高で次いで平均培士区，無培土区の順に少なくなって

いて培士による増収は顕著であった．植溝が浅いために

培士量が少なく培士による分けつ茎の抑制および薦茎伸

長の抑制がなくかつ蕨根の発生主要部分が肥沃な表土に

多かったことが茎数を増加させ，騰茎の仲長を良くした

ものと思われろ．

植満深30ｃＨｌｌ区では平均培士区が最高の収量を示し次いで

高培士区で無培土区が最も少なく培土することによって

増収しているが茎数は少なくなっている．培士による増

収因子は平均培土区では茎径と茎長の肥大伸長によって

高培士区は茎径によってそれぞれ増収を示している．

植満深45“区では平均培士区が最も収量多く無培士区

と高培士区は同収量で平均培士区より劣っていた．植淋

深45cｿ11区は靖士によって茎数は減少しかつ茎長も短くな

っている．

平均培士区は茎長は短いが茎径の肥大によって増収し他

の区にくらべて茎径の肥大は顕著であった．培士別にみ

ると無培土区，平均培土区は植溝が深くなるにつれて多

収の傾向を示し中でも平均培土区が顕著にあらわれてい

る．高培士は植溝深15c"区は他の区に比して最高の収量

をあげているが，３５ＣＩＩ１，４５噸の植満深では深くなる程減

収の傾向にある．すなわち前にも述べたように植溝が深

過ぎて培土量が多いと茎数を減じ騰茎の生育を阻害する

ように考えられる．従って植溝がl5c1Ml内外の深さでは高

培土まで行ない値溝深が30醜以上の場合は平均培土で止

めた方がよいように思われる．

（６）根群の分布に及ぼす影響

植満深l5c1ll区および45cHll区の根群の分布は第４表のと

おりである．根系調査は畦間を調査したもので朧苗より
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上側にかなり伸長していたが蕨苗上ｴOcHIlと蕨苗下40cMlIま深ｴ5”区はＢｃ１ｗ，植溝深45”区は23chllであった．

で調査したものである．なお蕨苗位置は地表面より植溝

第４表根群の分布調査
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総値溝深15“区では無培土区の根の分布はj藤苗下20噸が最

も多く，平均培土区，高培士区は薦苗下１０噸に多く分布

している．

植溝深45cm11区では無培士区，平均培士区は蕨苗上１０”

に多く分布しているが高培士区は蕨苗下20CIBに多く分布

していた．培土別にみろと無培士区は根の分布が少なく

平均培士区，高培士区の順に多くなっている．植溝深１５

噸区は無培士と高培土との差は植溝深45”区より大きい

が，植溝深45噸区は根の分布がかなり多い．朧苗下20cm１１

～40雌の範囲では無培土区に多く培土区は少ない傾向に

ある．中でも高培土区は最も少なかった．また藤苗下２０

“～40c"の根群分布は植溝深45噸区より値溝深ﾕ5cHll区が

多く，植溝で浅い場合は士層下部に根が多く植溝が深い

場合は士層上部に多く分布している．

が最も多いが，植溝深15c"，３０”区は培土による節数の

増加はみられず，植溝深45c加区は節数の増加が認められ

る．

（５）生育茎数では植溝深ｴ5cﾒﾙ区は培士による茎数の増

加が認められるが植溝深30c秘区，および45“区の茎数は

減少している．植溝深が深くなるに従って同様な減少傾

向を示した．

（６）枯死茎数は植溝深15噸区では培士区に少なく，そ

の他の区は培士区が僅かに多かったが，植溝深15“区に

比して減少し植溝の深さは深いほど少なくなっている．

（７）蕨茎収量は植溝深15“区は高培士区が多く，植溝

深30C"，４５cHIl区は平均培士区が多かったが，最高の収量

を示したのは植溝深45”の平均培士区で植溝深l5“の無

培士区にくらべて32％の増収であった．

（８）土壌中の根系分布は植溝深l5cwiの平均培士，高培

土区は薦苗下lOcｿﾞﾙ，無培土区は蕨苗下20,%に多く，植溝

深45”では無培士，平均培士区は蕨苗上ｴOcHllに高培土区

は蕨苗下1Ｏｃ１ｌｌに多く分布していた．すなわち植溝が浅い

場合は蕨苗の下部に多く，深い場合は蕨苗の上部に多く

分布していろ．

（９）値溝深が深い場合（30cMII以上）は根の主要分布位

置が養分の少ない心土に多く茎長の生育が閲害され高陪

士によって培士量が多くなるためにますます生育を抑制

し茎数を減じ収量の増加が期待できないように考えられ

る．従って値溝深が30ｃｎｌｌ以上の場合は平均培土で止めた

方が収量は多い傾向にある．
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３．摘要

珊瑚石灰岩土壌のように表土の浅い地域において植溝

の深さと培士が廿薦生育に及ぼす影響について試験を実

施しその概要は次のとおりである．

（１）茎長は植溝深ﾕ5CMI,区では高培土区が最も長く，植

溝深30cm11区，４５CMll区でそれぞれ平均培土区がまさってい

るが植溝が深くなる程茎長は短い傾向にある．

（２）茎径は植溝深30CM〃区および植溝深45CHI,の平均培土

区は培土によって太くなっているが植溝深ﾕ5cm,,区はほと

んど認められない。また植溝の深さが深い程太く植溝深

54噸の平均培士区が最も太かった．

（３）1本重量は植溝45“の高培土区を除いては培土お

よび値溝深が深くなるにつれて増加していろ．

（４）節数は植溝深45C"区が最も少なく，植溝深30ＣＩＩ,区


